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泌尿器科領域 におけるloracarbefの 使用経験
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経 口用 セ フ ェム系抗 生物 質loracarbef(LCBF)を 泌尿 器科 領域 の感染症 に投 与 し,臨 床 効

果 と安 全性 を検討 した。LCBFの 投 与 法 は1回200mg(力 価)を1日3回 毎 食 後服 用 と した。

本剤 の対 象 症例 は急性 単純 性膀 胱 炎17例,複 雑性 尿 路 感染 症4例,淋 菌性 尿 道 炎1例 の22

例 で あ る。 これ らの総 合 臨床 効 果 は,主 治 医 判定 で は,急 性 単純 性 膀 胱 炎 は著効12例,

有効4例,や や有効1例 で有 効率94%,淋 菌性 尿 道炎 は著効1例,複 雑性尿 路感 染症 は著効

4例 で有 効 率 は と もに1/1,4/4で あ った。UTI薬 効 評価 基 準 で は急性 単 純性 膀 胱 炎5例 中

著 効4例,有 効1例 で 有 効率5/5で あ った 。複 雑性 尿 路感 染 症 で も2例 中 著効2例 で 有効 率

2/2で あ った。 副作 用 は急性 単純 性 膀胱 炎 の症 例 に おい て,舌 の荒 れ が1例 に,ま た顔 面

紅 潮感 が1例 にみ られ た。 臨床 検査 値 の 異常 は初診 時 と投 与 終 了時 に実 施 した症例 中1例

も認 めなか った。

Key words:loracarbef, 新薬臨床的検討, New oral cephem

Loracarbef(LCBF)は 経 口用 カ ルバ セ ブ よム 系抗 生

物質で,3位 と7位 にcefaclor(CCL)と 同一 の側 鎖 を有

し,CCLに 近似 した化 学 構造 を有 してい る。

本剤 は グラム陽性 菌 お よび グラ ム陰性菌 に対 し広 い

抗菌 スペ ク トラム を有 し,特 にEscherichia coli,Kleb-

siella pneumoniae に対 して はCCLに 優 る抗 菌 力 を示 す。

また,ヒ ト血 液お よび リ ン酸緩 衝液 中で の安 定性 はす

ぐれてお り,速 やか に分解 す るCCLと 比較 して化学 的

に極めて安 定で あ る ことや,各 種 動 物実験 でCCLに 比

べ良好 な経 口吸 収 を示す こ とが知 られ てい る1)。我 々

は,泌 尿 器 科領域 にお け る感 染症 に対 してLCBFを 使

用 し,本 剤 の有効 性,安 全性 につ いて検 討 した ので若

干の考察 を加 えて報告 す る。

対 象 は1989年5月 よ り1989年12月 まで に東 海 大学

病院泌尿器 科外 来 を受 診 した患 者 で,急 性単 純性 膀胱

炎17例,慢 性 複雑 性 膀 胱 炎4例,淋 菌性 尿 道 炎1例 の

計22例 で あ った。 これ ら22例 の患者 に本剤 を投 与 し,

UTI薬 効 評価 基準2)に適 合す る症 例で は 同基準 に従 い,

それ以外 の症例 で は主治 医判定 に よ り臨床 効果 を判 定

した。

投 与 方 法 はLCBFを す べ て の 症 例 に対 し て,1回

200mg 1日3回 毎 食後 服 用 す る こ とを原 則 と し,急 性

単純性膀胱炎では3～9日 間,慢 性複雑性膀胱炎では4
～ 14日 間,淋 菌性 尿 道 炎で は3日 間 の投 与 を行 った 。

細 菌尿 の菌 数測 定,細 菌 同定 は当 院中検 細菌 室 お よび

(株)三 菱油 化 ビー シーエ ルで 実施 した。

急 性単 純性 膀 胱 炎17例 の臨床 効 果 成績 をTable 1に

示 した。 急性 単 純性 膀 胱 炎症 例 の なか に2例 の 男性 症

例が あ ったが,こ れ らの症例 で は前立 腺触 診所 見,前

立腺 マ ッサ ージ液 の鏡検 所 見,あ るい は膿 排 出等 の尿

道 炎所見 はみ られず,上 部 尿路 の異常 を思 わせ る臨床

所 見 もな か っ たた め 急性 単 純 性 膀 胱 炎(AUC)と 判 断

した。 自覚症 状 は全例 に おい て消失 した。膿 尿 につ い

て は正 常 化14例(82%),改 善1例(6%),投 与 前 よ り

膿尿 を認 め なか った もの2例(12%)で あ った。細 菌尿

につ い て は陰性 化7例(41%),菌 交 代2例(12%),で

不 変例 は なか った。 また,投 与前 に菌 が検 出 され なか

った例 が4例,菌 は検 出 され たが投 与 後 に細 菌検 査 を

行 わ なか った例が4例 あ った。 主 治医 判定 で は著 効12

例(70%),有 効4例(24%),や や 有 効1例(6%)で あ

った 。

UTI薬 効 基準 に適 合 す る5例 の総 合 臨床 効 果 判定 は

Table 2に 示 した。5例 中著 効4例(4/5),有 効1例(1/

5)で,5/5の 有効 率 で あ った。 この際 の細 菌学 的 効果
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をTable 3に 示 した。E.coli 5株 の うち4株 は 除菌 で き

たが,1株 に菌 交代 が み られ,除 菌率 は4/5で あ った。

4例 の慢 性 複 雑性 尿 路 感 染症 お よび淋 菌 性尿 道 炎1

例 の 臨床 効 果成 績 はTable 4に 示 した。 複 雑性 尿 路感

染症はすべて慢性膀胱炎であ り,こ れらの基礎疾患

は,前 立腺肥大症2例,前 立腺癌1例,神 経因性膀胱1

例であった。慢性複雑性膀胱炎では症状を認めたもの

はなかった。膿尿については全例が正常化し,細 菌尿

Table 1.Clinical summary of uncomplicated UTI patients treated with loracarbef

*
before treatment

/ after treatment
**

UTI:criteria proposed by the UTI CommitteeAUC:acute uncomplicated cystitis

Dr.:Dr.'s evaluation
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につ いて も全 例 に陰性 化 がみ られ た。主 治 医判定 で は

4例 と もに著効 で あ った。 淋 菌性 尿 道 炎 にお いて も,

自覚症状 お よび膿尿 の 消失,菌 の陰 性化 が み られ,著

効で あった。

UTI薬 効 評価 基 準 に合 致 す る2例 につ いて の 総 合 臨

床 効果判 定 をTable 5に 示 した。 これ らは共 に著効 で

あ り,有 効率2/2で あ っ た。 尚,こ れ ら2例 は い ず れ

Table 3.Bacteriological response to loracarbef in

acute uncomplicated cystitis

* regardless of bacterial count

Table 2.Overall clinical efficacy of loracarbef in acute uncomplicated cystitis (200mg×3/day,3-daytreatment)

Table 4.Clinical summary of complicated UTI patients treated with loracarbef

CCC:chronic complicated cystitis * before treatment

/ atter treatment

**
UTI:criteria proposed by the UTI Committee

Dr.:Dr.'s evaluation
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も第4群 であ った(Table 6)。 細菌 学 的効果判 定 では,

Enterococcus faecalis お よ びE.coliが1例 認 め ら れ,こ れ

らはす ベ て除菌 され た(Table 7)。

本剤 は経 口用 カ ルバ セ フェム系抗 生 物質 でCCLに 近

似 した化学構 造 を有 して お り,グ ラム陽性 菌お よびグ

ラム 陰性 菌 に対 し,CCLと 同様 の広 域抗 菌 スペ ク トラ

ム を示 す 。CCLと の 比較 で は,吸 収 が 良好 で高 い血 中

濃度が 得 られ,血 液 中で極 めて安 定 であ る こと,排 泄

に関 して は24時 間 で尿 中 回収 率 が90%以 上 と腎排 泄

型 の動 態 を示 す こ と9な どか ら,本 剤 は尿 路感 染症 の

治療 に対 して期待 が持 た れて いる。

UTI薬 効評価基準に合致 した急性単純性膀胱炎5例

の有効率は5/5と 卓越した成績を示した。また,複 雑

性尿路感染症は2例 と症例は少ないが,い ずれも著効

Table 7.Bacteriological response to loracarbef

in complicated UTI

* regardless of bacterial count

Table 5.Overall clinical efficacy of loracarbef in complicated UTI (200mg×3/day,5-day treatment)

Bactedological response

* regardless of bacterial count

Table 6.Overall clinical efficacy of loracarbef classified by the type of infection
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で有効率2/2と なっており,複 雑性尿路感染症におい

てもグラム陰性菌に対してはある程度の臨床的効果が

期待できる。淋菌性尿道炎は1例のみではあるが,3

日間の投与で著効と判定されており,十 分満足できる

結果であった。

副作用については,急 性単純性膀胱炎の症例におい

て,顔 面紅潮感が1例 に,舌 の荒れが1例 にみられた

が,い ずれも重篤な症状ではなく,投 薬中止により速

やかに消退した。

また,本 剤使用前後での臨床検査値の測定は5例で

実施し,本 剤に起因すると思われる異常値を示したも

のはなかった。

検討症例数が少なく,今 後,さ らに症例の追加検討

が必要であるが,本 剤は軽症から中等症の尿路感染症

に対する経口剤として,有 効で安全な薬剤の1つ と考

えられる。
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Clinical studies were carried out on loracarbef(LCBF),a new cephem antibiotic,and the

following results were obtained.LCBF was administered orally to 22 patients(acute

uncomplicaterd cystitis 17 cases,chronic complicated urinary tract infection 4,gonococcal

urethritis 1) for 3～14  days at a dose of 600 mg daily.

The clinical efficacy of LCBF was assessed according to the Japanese UTI Committee Criteria,

and by the attending physician in cases unevaluable by the criteria.The clinical efficacy according

to the UTI criteria was excellent in 4 and good in 1 of 5 cases of acute uncomplicated cystitis,for

an efficacy rate of 5/5,and excellent in all cases of chronic complicated UTI,for an efficacy rate of

2/2.

Side effects,observed in 2 cases of acute uncomplicated cystitis,consisted of flush and rough

tongue.


